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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　8月は、国交省大洲河川

国道事務所要望 (16 日 大洲

市 )、民主党愛媛県連要望

(16 日 松山市 )、中学生海

外研修事業結団式 (17 日 )、

「子どもだけの社会体験 in

愛南町」はじめましての会

(17 日 )、南楽荘盆踊り (17

日 )、愛媛県土地改良事業

団体連合会 (23 日 松山市 )、

国交省四国地方整備局要

望 (24 日 高松市 )、えひめ

防災フォーラム (25 日 松

山市 )、明日の四国づくり

を考える市町村長の会 (27

日 高松市 )、南宇和ヤング

3S サッカー大会 (29 日 )、

愛南町防災フォーラム (29

日 )、愛媛経済同友会納涼

会 (31 日 松山市 ) などに出

席しました。

　9月は、愛媛県総合防災

訓練 (1 日 大洲市 )、愛南町

歌謡祭 (4 日 )、愛南町総合

防災訓練 (5 日 )、宇和島地

区広域事務組合定例会 (6日 

宇和島市 )、愛媛県異業種

交流研究会 (6・7 日 )、宇

和海防犯対策協議会総会 (7

日 宇和島市 )、宇和島保健

所運営協議会 (8 日 宇和島

市 )、民生児童委員協議会

全体研修会 (14 日 )、城辺

みしま荘敬老会 (15 日 ) な

どに出席しました。

8月の「電気使用安全月

間」にあわせて南宇和

電気工事組合(西﨑良
よし ふ み

文

理事長19業者が加盟)

が、御荘地域の独居高

齢者9世帯の漏電調査と

電気配線点検を行いま

した。(8/25)

2年ぶりに行なわれた中

学生海外研修事業の結

団式です。15名の中学

生がオーストラリアへ

行きました。10月17日

(日)には御荘文化セン

ターで報告会が開催さ

れます。(8/17)

まだ暑さの残る眩しい

日差しのもと、西浦小学校では

地区総出の最後の秋季大運動会

が行なわれました。

9/19

街道灯籠まつり「山街

道をゆく」が開催さ

れ、山出地区の棚田に

設置された手作り灯籠

に灯りが燈され、暮れ

行く山里の幻想的な風

景を多くの人々が楽し

みました。(9/4)

御荘文化センターで行

なわれた第1回の水産業

振興懇話会では、愛南

町水産業振興事業計画

や愛大南予水産研究セ

ンターの研究内容など

について活発な討議が

なされました。（8/30）

上大道地区の子ども達

が、へんろ道沿いの休

耕畑にコスモスの種を

蒔きました。満開のコ

スモスが楽しみです。

(9/5)

御荘B&G海洋センター

屋内プールで、知的障

害者更生施設「いちご

の里」の入所者がカ

ヌーなどのマリンス

ポーツを楽しみまし

た。(8/31)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

西海海中公園まつり
御荘夏まつり

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板
今年も正木地区
恒例の「どろん
こ サ ッ カ ー 大
会」が盛大に開
催されました。
(9/5)【P22参照】

町政フラッシュ

p5

p24

p26

「子どもだけの2泊3
日社会体験in愛南」
に参加した松山の子
ども達です。シー
ボーンアートづくり
に挑戦しました。
(8/19)【P16参照】

災害に強い
まちづくりへ向けて!

「緑八朔相撲大会」の開会式です。(9/4)
【P24参照】

内海運動公園で行なわれた総合防災訓練で
は、柏小学校の子ども達がバケツリレーで
消火訓練に参加しました。(9/5)【P5参照】
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西
海
海
中
公
園
ま
つ
り

　

西
海
町
民
会
館
駐
車
場
で
、

「
西
海
海
中
公
園
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

地
元
福
浦
小
学
校
の
「
風
の
子
太

鼓
」
を
は
じ
め
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
や
和
太
鼓
「
無
邪
気
」
の
演

奏
、
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、
本

町
出
身
の
菊
田
朱あ

け

み美
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
な
ど
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
盛
り
上
が
っ
た
ス
テ
ー
ジ
に

な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
約

2,
0
0
0
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
船
越
湾
を
色
鮮
や
か
に
映

し
上
げ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

御
荘
夏
ま
つ
り

　

本
町
の
最
後
を
飾
る
御
荘
地
域
の
夏
ま
つ
り
は
、
愛
南
音
頭
サ
ン
バ
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
小
中
学
生
や
高
校
生
、
各
種
団
体
に
よ
る
踊
り
パ
レ
ー
ド

で
賑
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

観
自
在
寺
境
内
で
は
、
小
学
生
ち
び
っ
こ
の
ど
自
慢
や
南
宇
和
高
校
吹
奏
楽

部
・
御
荘
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
平
城
五
常
会
盆
踊
り
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

僧
都
川
河
川
敷
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
チ
ビ
ッ
コ
日
焼
け
コ
ン
テ
ス
ト

や
コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
、
松
山
千
春
の
そ
っ
く
り
さ
ん
「
小
春
も
の
ま
ね

シ
ョ
ー
」
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

山
本
智さ

と

こ子
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
駆
け
つ
け
、
ス

テ
ー
ジ
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
僧
都
川
河
口
か
ら
約
2,
5
0
0
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

御
荘
湾
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
、
夏
の
風
物
詩
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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「
午
前
9
時
和
歌
山
県
南
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
。
愛
南
町
で
は
震
度

6
弱
を
観
測
」
と
の
想
定
で
、
「
愛
南
町
総
合
防
災
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
陸
上
自

衛
隊
第

　　14　　
旅
団
、
愛
媛
県
、
宇
和
島
海
上
保
安
部
、
愛
南
警
察
署
、
愛
南
町
消
防

署
、
内
海
地
域
住
民
や
柏
小
学
校
児
童
及
び
教
職
員
、
地
元
消
防
団
な
ど
総
勢
約

千
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

「
総
合
防
災
訓
練
」
は
2
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
避
難
、
情
報
収

集
・
伝
達
、
救
出
救
護
、
消
火
・
復
旧
、
救
援
物
資
供
給
な
ど
、
地
震
発
生
を
想

定
し
た
総
合
か
つ
実
践
的
な
訓
練
を
通
じ
て
、
今
後
の
防
災
活
動
に
役
立
て
る
た

め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い

　

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
!

お
知
ら
せ

愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
メ
ー
ル

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
配
信
を
希
望
す
る
方
は
、
件
名
に
「
メ
ル
マ
ガ
希

望
」
と
記
入
の
上
、info@

dm
i.ehim

e-u.ac.jp

に
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
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防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
と
も
に
生
き
る
や
さ
し
い
ま
ち
へ
」

　

今
年
の
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
と
も
に
生
き
る
や
さ
し
い
ま
ち
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
「
新
た
な
防
災
文
化
の
創
造
に
向
け
て
‐
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
の
教
訓
‐
」
と
題
し
た
中
杉
隆た

か

お夫
前
兵
庫
県
立
姫
路
西
高
等
学

校
長
の
基
調
講
演
や
、
災
害
時
の
人
的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

要
援
護
者
支
援
体
制
の
構
築
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制
の
構

築
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
や
地
道
な
取
組
み
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
体

制
の
確
立
と
共
に
よ
り
本
質
的
な
人
間
の

心
、
「
命
を
考
え
る
」
「
人
と
し
て
の
生

き
方
を
考
え
る
」
こ
と
の
重
要
性
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

9/　
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【
愛
南
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
】

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
引
込
・
宅
内
工
事
の

お
知
ら
せ

　

現
在
愛
南
町
が
行
っ
て
い
る
「
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
各
世
帯
に
お
い
て
光
フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ
ル
引
込
・
宅
内
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
を
実
施
す
る
に
際
し
、
工
事
担
当
業
者
が
皆
さ
ま
の
お
宅
へ
数
回
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
訪
問
時
に

は
、
宅
内
で
の
工
事
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
皆
さ
ま
の
立
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

■工事の流れ

1.宅内調査・機器設置
皆さまに立会いただき、軒下に「V-ONU」、宅内に「光
終端装置」「音声告知端末機」を設置させていただいた
後、承諾のご署名をいただきます。

(※1)申込内容に基づき音声告知・ひかり電話・光インターネットそれぞれの工事を行います。
(※2)ケーブルテレビを申込された方のみ対象となります。

2.引込工事
最寄りの電柱から軒下に取り付けた「V-ONU」まで光
ファイバを引き込み接続します。

3.音声告知・ひかり電話・
  光インターネット工事 (※1)

皆さまに立会いただき、宅内で音声告知、ひかり電話、
光インターネットの工事を行います。

4.ケーブルテレビ工事 (※2)

皆さまに立会いただき、宅内でケーブルテレビの工事を
行います。

■接続イメージ図
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

御荘・城辺
地域

宅内調査・機器設置

引込工事

音声告知・ひかり電話
光インターネット工事

ケーブルテレビ工事

内海・
一本松地域

宅内調査・機器設置

引込工事

音声告知・ひかり電話
光インターネット工事

ケーブルテレビ工事

西海地域

宅内調査・機器設置

引込工事

音声告知・ひかり電話
光インターネット工事

ケーブルテレビ工事

■基本工事の内容（無料）

■追加・改修工事の内容（有料）

【本工事に関する問い合わせ先】

●事業全般に関すること

　愛南町役場総務課　電話:0895-72-1211　(受付時間)平日8:30～17:15
●工事に関すること

　愛南町情報通信基盤整備事業 工事事務所
　電話:0800-200-7878　(受付時間)平日9:00～17:00

事業に便乗した詐欺にご注意ください
　県内の他の市町で、情報通信基盤整備事業に便乗した詐欺と思われる事例が発生しています。
　愛南町が行う情報通信基盤整備事業では、工事業者が直接現金を徴収することはありません。
　不審に思われた場合は愛南町役場総務課へご連絡ください。

・「V-ONU」を宅内に取り付ける場合や、最寄り電柱の収容箱内に取り付ける場合
・「光終端装置」と「音声告知端末機」の設置場所が離れている場合の配線費用
・「光終端装置」や「音声告知端末機」を特殊な器具を使って壁掛けにする場合
・「光終端装置」とパソコンのLANケーブル配線・接続やパソコン設定
・「音声告知端末機」と電話機の接続に新たな配線等が必要な場合
・テレビのチャンネル設定
・現状のテレビ配線機器(ブースタ・分配器・ケーブルなど)の状況によって、ケーブルテレビ放送が映らな
　い場合のテレビ配線機器の取付、交換の費用・・・・等

■追加・改修工事の内容（有料）

・「V-ONU」を軒下に取り付け、最寄りの電柱から光ファイバを引き込み接続します。
・宅内に「光終端装置」を取り付け、「V-ONU」から光ファイバを配線、接続します。
・宅内に「音声告知端末機」を取り付け、「光終端装置」と接続します。
・宅内に「V-ONU」への電源供給装置を取り付け、コンセントと接続します。
・「光終端装置」「音声告知端末機」の設定を行います。
・ひかり電話、光インターネット、音声告知等の接続試験を行います。
・ケーブルテレビ工事にて既設同軸配線からの切替を行います。

(※3)工事の進捗により工事スケジュールが変動する場合がありますので、ご了承願います。

■工事スケジュール（※3）
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総務費
15.55％

６０億１,３４５万６千円
２４億２,５４３万円

１７億９,０９５万７千円
１８億１,６８０万円

予算額 ２０４億７,３９４万１千円
決算額　   １５６億６２万６千円

予算額 ２０４億７,３９４万１千円
決算額 １６５億９,３４０万３千円

７６億６,０１５万４千円
８０億３,１４５万３千円

６１億７,６３０万６千円
２０億９,４４２万円

８億９,１４３万円
８億６,１５１万７千円

３億５,１３６万５千円
３億５,１７９万３千円

６億２,５５８万円
６億２,５５８万１千円

１６億３,５００万円
１３億７,６１０万円

１３億４,３１４万９千円
１４億３,５７３万９千円

３１億９,３６７万２千円
３１億４,５０７万５千円

１３億９,８７０万２千円
１３億４,３９４万９千円

１８億８,０３０万１千円
１４億７,４４０万２千円

１０億８,３９５万６千円
８億６８７万６千円

４億７,２９２万円
４億４,６６１万８千円

２０億８,１２６万３千円
１６億５,４１７万２千円

３１億１,４７２万９千円
３１億１,２９６万１千円

７億７,０７５万７千円
７億７,０７３万８千円

４億５,７３５万４千円
４億２,０４０万５千円

民生費
20.16％

衛生費
8.61％

農林水産業費
9.45％

土木費
5.17％

消防費
2.86％

教育費
10.60％

公債費
19.95％

諸支出金
4.94％

その他
2.69％

町税
10.95％

歳　入 歳　出

地方交付税
48.40％

国庫支出金
12.62％

都道府県支出金
5.19％

繰入金
2.12％

繰越金
3.77％

町債
8.29％

その他
8.65％

0 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億80億 70億 60億 50億 40億 30億 20億 10億 0

その他の支出

人件費

物件費

22.78％

0.80％9.86％

4.94％

19.95％

15.08％

8.40％

6.35％

11.84％

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

公債費

繰出金

積立金

その他の収入
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得
税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付
金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収
入・寄附金・諸収入

その他の支出
議会費・商工費・災害復旧費

歳 入 総 額 165億9,340万3千円

歳 出 総 額 156億62万6千円

歳 入 歳 出 差 引 額 9億9,277万7千円

翌年度に繰り越すべき財源 2億3,460万9千円

実 質 収 支 7億5,816万8千円

その他の支出
維持補修費
災害復旧事業費
投資及び出資金
貸付金

※構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入している
ため、区分ごとの合計は100％にならないことがあ
ります。

一般会計の予算執行状況

性質別歳出

決算収支の状況

　  状況をお知らせします。
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特別会計の予算執行状況

⑴国民健康保険特別会計 ⑵老人保健特別会計 ⑶介護保険特別会計

予算額 36億3,413万9千円 予算額 2,036万1千円 予算額 25億2,923万4千円 

収入済額 36億7,037万1千円 収入済額 2,035万8千円 収入済額 25億3,620万8千円 

支出済額 35億6,550万2千円 支出済額 83万8千円 支出済額 25億1,965万7千円 

歳入歳出
差引額 1億486万9千円 歳入歳出差引額 1,952万円 歳入歳出差引額 1,655万1千円 

⑷後期高齢者医療特別会計 ⑸簡易水道特別会計 ⑹小規模下水道特別会計

予算額 2億5,058万1千円 予算額 2億5,810万円 予算額 1億8,555万円 

収入済額 2億5,475万3千円 収入済額 2億4,922万5千円 収入済額 1億6,961万3千円 

支出済額 2億4,440万6千円 支出済額 2億4,707万9千円 支出済額 1億6,594万7千円 

歳入歳出
差引額 1,034万7千円 歳入歳出差引額 214万6千円 歳入歳出差引額 366万6千円 

⑺温泉事業等特別会計 ⑻旅客船特別会計

予算額 7,020万円 予算額 4,179万5千円

収入済額 7,143万5千円 収入済額 4,221万9千円 

支出済額 6,527万3千円 支出済額 4,125万8千円 

歳入歳出
差引額 616万2千円 歳入歳出差引額 96万1千円 

⑼上水道事業会計 ⑽病院事業会計
１．収益的収支 １．収益的収支

予算額
収入 4億5,552万6千円 

予算額
収入 5億7,926万9千円 

支出 4億4,816万7千円 支出 5億8,325万円 

収入済額 4億5,623万2千円 収入済額 5億3,396万7千円 

支出済額 4億4,251万8千円 支出済額 5億3,305万1千円 

歳入歳出差引額 1,371万4千円 歳入歳出差引額 91万6千円

２．資本的収支 ２．資本的収支

予算額
収入 1億1,171万8千円 

予算額
収入 6,017万1千円 

支出 4億4,142万1千円 支出 8,120万1千円 

収入済額 1億359万6千円 収入済額 5,747万7千円 

支出済額 4億403万1千円 支出済額 7,701万2千円 

歳入歳出差引額 △3億43万5千円 歳入歳出差引額 △1,953万5千円

※水道事業会計における資本的収入額が資
本的支出額に不足する額 300,435,378円は、
消費税及び地方消費税資本的収支調整額 
11,664,162円、繰越工事資金 94,500,000円、
過年度分損益勘定留保資金 596,375円及び当
年度分損益勘定留保資金 193,674,841円で補
填しました。

※病院事業会計における資本的収入額が資本
的支出額に不足する額 19,534,544円は、消費
税及び地方消費税資本的収支調整額 157,860
円及び過年度分損益勘定留保資金 19,376,684
円で補填しました。

平成21年度 愛南町の財政　　
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財産の状況

地方債・一時借入金の状況

⑴土地・建物 （平成21年度末現在） ⑵動産
区　分 土　地 建　物 浮桟橋 1個

本庁舎 11,188.12㎡ 2,599.49㎡

その他の
行政機関

消防施設 1,635.24㎡ 906.77㎡
その他の施設 18,699.66㎡ 11,976.78㎡

公共用
財産

学校 345,177.33㎡ 86,994.33㎡
公営住宅 81,548.54㎡ 36,238.41㎡
公園 52,693.00㎡ 252.31㎡
その他の施設 679,775.54㎡ 88,063.50㎡ ⑶出資金・出捐金

宅地 78,578.26㎡ 1,636.94㎡ 8億796万5千円
田畑 10,355.54㎡ －
山林 19,731,519.64㎡ －
その他 274,836.31㎡ 275.22㎡
合計 21,286,007.18㎡ 228,943.75㎡

⑷基金
区　分 現在高 区　分 現在高

財政調整基金 21億7,558万1千円 産業振興基金 1億1,895万6千円 
減債基金 2億7,588万1千円 諏訪公園管理基金 433万6千円 
地域福祉基金 7億5,489万円 西海ストックヤード管理基金 2,027万1千円 
公共施設整備基金 1億9,286万1千円 肉用牛貸付基金 1,932万1千円 
文化振興基金 1,013万6千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万1千円 
地域振興基金 2億4,674万8千円 地域活性化基金 27億6,000万円 
ふるさと創生基金 8,107万9千円 ふるさとづくり基金 246万1千円 
公営住宅建設基金 1,021万1千円 土地開発基金 1億132万4千円 
水資源対策基金 2億5,115万7千円 国民健康保険財政調整基金 307万7千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 介護保険給付費準備基金 8,106万円 
人材育成基金 6,619万7千円 介護従事者処遇改善臨時特例基金 502万5千円 

計 72億3,739万4千円 

（平成21年度末現在）

会　計
現在高

地方債
一時
借入金

一般会計 235億7,658万円 －

簡易水道特別会計 14億5,062万6千円 －

小規模下水道特別会計 14億4,874万6千円 －

上水道事業会計 26億9,021万9千円 －

病院事業会計 4,906万1千円 －

計 292億1,523万2千円 －

※基金現在高を町民１人当たりに換算
すると、約28万3千円になります。
※地方債現在高を町民１人当たりに換
算すると、約114万2千円になります。
　ただし、地方債現在高のうち交付税
算入見込額が196億4,622万円あり
ますので、差引95億6,901万2千円が実
質的な地方債残高と考えると、町民
１人当たり約37万4千円となります。 
（平成22年3月31日現在の住民基本台
帳人口25,585人により算出）
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◎各指標の対象となる会計等範囲は、次のとおりです。
健全化判断比率

一
般
会
計

普
通
会
計

特
別
会
計

公
営
事

業
会
計

一部事務組合
広域連合

地方公社
第三セクター

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

◎各基準を１つでも超えると次のような義務が課せられます。
健全段階 早期健全化段階 財政再生段階

◎指標整
備と情報
開示の徹
底

４つの指標

について、

監査委員の

審査に付し

意見を付け

て議会に報

告し公表

◎自主的な改善
努力による財政
健全化

・財政健全化計画の

策定(議会の議決)、

外部監査の要求の義

務付け

・計画の実施状況を

毎年度議会に報告し

公表

・早期健全化が著し

く困難と認められる

ときは、総務大臣又

は知事が必要な勧告

◎国等の関与による確実
な再生
 

・財政再生計画の策定(議会の

議決)、外部監査の要求の義務

付け

・災害復旧事業等を除き、地方

債の起債を制限

・財政運営が計画に適合しない

と認められる場合等において

は、予算の変更等を勧告

健全財政 財政悪化

◎資金不足比率の内容は、次のとおりです。

資金不足
比率

公営企業ごとの資金の不足額の事業規模
に対する比率をいいます。

※資金の不足額：流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充
てるために起こした地方債の現在高－流動資産
※事業規模：営業収益の額－受託工事収益の額

健全化判断比率は、次のとおりです
※（　）内の数値は、平成20年度決算に基づく数値です。

実質赤字
比率（％）

連結実質赤
字比率（％）

実質公債費
比率（％）

将来負担
比率（％）

愛南町 － － 15.2
（16.4）※ 

75.8 
（98.7）※

早期健全化
基 準 13.24 18.24 25.0 350.0 

財政再生
基 準 20.00 40.00 35.0 

　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再
生基準を1つでも上回れば、財政健全化計画の策定
が義務付けられたり、地方債の起債が制限されたり
するようになります。

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実質赤字
比 率

　実質収支（赤字の場合）の標準財政
規模に対する割合で、黒字であれば実
質赤字比率はなしと考えます。
※実質収支とは、歳入と歳出の差引額
から翌年度に繰り越すべき財源（繰越
明許費等）を控除したものです。

連結実質
赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字（又は
資金不足額）の標準財政規模に対する
比率をいいます。

実質公債費
比 率

　一般会計等が負担する地方債の元利
償還金に加え、特別会計や一部事務組
合などへの公債費のための繰出金・補
助金等（準元利償還金）も含めた実質的
な公債費の標準財政規模（元利償還金等
に係る基準財政需要額算入額を除く）に
対する比率（3か年平均）をいいます。

将来負担
比 率

　地方債現在高や退職手当の負担見込
額、第三セクター等に対する債務負担
見込額など、一般会計等が将来負担す
べき実質的な負債の標準財政規模（元利
償還金等に係る基準財政需要額算入額
を除く）に対する比率をいいます。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通
常収入されるであろう一般財源の総額(規模)です。
　なお、愛南町における平成21年度の標準財政規模
（臨時財政対策債を含む）は、105億6,979万4千円です。

資金不足比率（公営企業における指標）は、次の
とおりです。

特別会計の名称 資金不足比率(%) 経営健全化基準(%)

上水道事業会計 －

20.0

病院事業会計 －

簡易水道特別会計 －

小規模下水道特別会計 －

旅客船特別会計 －

※資金不足比率が経営健全化基準を超えた場合は、健全化判断比
率が早期健全化基準を超えた場合に準じた対応が求められます。

愛南町の平成21年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

　町の財政状況は、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律により、次の財政指標で判断される

こととなっています。この法律は、地方公共団体

の財政の健全性に関する比率の公表制度を設け、

早期の段階で財政の規律強化を図ることを目的と

しており、今までの普通会計のみならず、特別会

計や一部事務組合、第三セクターなども対象とし

ています。
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10
月
か
ら
町
営
浄
化
槽

整
備
推
進
事
業
を
始
め
ま
し
た
！

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

個人 愛南町

流入部分 放流部分本体設置部分

個人

流入部分・支障物は申請

者（個人）の負担となり

ます

放流部分は申請

者（個人）の負

担となります

上部を駐車場として利用

する場合の鉄筋コンク

リート支柱は、申請者（個

人）の負担となります

浄化槽の工事負担区分
　

こ
れ
ま
で
個
人
が
設
置
す
る
合
併

処
理
浄
化
槽
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
集

落
排
水
施
設
整
備
区
域
を
除
く
町
内

の
全
域
に
お
い
て
、
浄
化
槽
の
設
置

と
そ
の
管
理
を
町
が
行
う
町
営
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

設
置
に
当
た
っ
て
は
分
担

金
が
、
使
用
に
あ
た
っ
て

は
毎
月
の
使
用
料
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と

な
っ
て
い
る
区
域
内
に
お
い

て
、
既
に
浄
化
槽
を
設
置
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
町
に

浄
化
槽
を
寄
附
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
後
は
町
が
維
持

管
理
を
行
い
ま
す
。
実
際
の

設
置
及
び
維
持
管
理
は
㈱
愛

南
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
町
に
代
わ
っ

て
行
な
い
、
10
年
間
で
２
，

２
０
０
基
の
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

◎
事
業
期
間　

平
成
22
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
35
年
３
月

31
日
ま
で

◎
事
業
対
象
者　

一
般
住
宅
及
び
併

用
住
宅
（
居
住
部
分
が
½
以
上
）

◎
個
人
負
担　

分
担
金
の
ほ
か
、
直

接
の
浄
化
槽
設
置
工
事
費
以
外
の
費
用

（
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
費
、
庭
木
・

庭
石
な
ど
の
移
転
、
復
旧
工
事
、
ブ
ロ

ワ
の
電
気
料
、
ブ
ロ
ワ
用
の
屋
外
コ
ン

セ
ン
ト
の
設
置
費
用
な
ど
）

◎
工
事
に
係
る
皆
様
の
分
担
金

人
槽
区
分

分
担
金
の
額

５
人
槽

　

７
９
，０
０
０
円

７
人
槽

　

９
８
，０
０
０
円

10
人
槽

１
３
０
，０
０
０
円

◎
浄
化
槽
使
用
料

　

浄
化
槽
の
設
置
が
済
み
浄
化
槽
を

使
用
さ
れ
る
と
、
使
用
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

人
槽
区
分

使
用
料
の
額（
月
額
）

５
人
槽

３
，５
０
０
円

７
人
槽

４
，０
０
０
円

10
人
槽

４
，５
０
０
円

◎
設
置
促
進
策

・
浄
化
槽
排
水
設
備
工
事
費
補
助
金  

　

設
置
費
用
の
½
、
限
度
額
10
万
円

・
単
独
浄
化
槽
撤
去
費
補
助
金    

　

設
置
費
用
の
½
、
限
度
額
20
万
円

・
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ

　

ん
利
子
補
給 

限
度
額
30
万
円
、

　

利
子
全
額
補
給
（
集
落
排
水
へ
の

　

接
続
者
も
対
象
）

◎
町
の
負
担

　

浄
化
槽
設
置
工
事
費
、
点
検
、
消
耗

品
、
清
掃
、
法
定
検
査
、
修
繕
（
通
常

の
使
用
で
壊
れ
た
場
合
）
な
ど

問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
環
境
衛

生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）
又
は
㈱

愛
南
Ｓ
Ｐ
Ｃ（
℡
７
２
―

２
０
８
８
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
Ｐ
Ｆ
Ｉ
浄
化
槽
事
業
に
係
る
徴
収
又
は

　

収
納
の
事
務
委
託
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
５
８
条

第
１
項
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
収
納

の
事
務
を
委
託
し
た
の
で
、
愛
南
町

会
計
事
務
規
則
第
24
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

１　

委
託
し
た
事
務

愛
南
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
条

例
第
13
条
に
規
定
す
る
使
用
料

の
徴
収
又
は
収
納
の
事
務

２　

委
託
を
受
け
た
者

　
　

株
式
会
社
愛
南
Ｓ
Ｐ
Ｃ  

　
　

愛
南
町
城
辺
甲
１
５
４
番
地

３　

委
託
す
る
期
間

　
　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
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「
宝
く
じ
助
成
事
業
」で
唐
獅

子
、
音
響
設
備
等
を
整
備
！

◆
総
務
課
か
ら

「
愛
南
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

日
曜
総
合
健
診
の

お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
補
助
を

受
け
、
一

本
松
地
区

の
秋
祭
り

な
ど
で
使

用
す
る
唐

獅
子
や
音

響
設
備
な

ど
の
祭
り

用
具
が
新

調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金

を
財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

10
年
間
を
展
望
し
た
町
政
運
営
の

指
針
と
し
て
の
「
基
本
構
想
」
を
定

め
、
平
成
27
年
度
を
目
標
年
次
と
す

る
「
愛
南
町（
第
一
次
）総
合
計
画
」

に
基
づ
き
、
様
々
な
行
政
施
策
の
推

進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
「
基
本
構
想
」
策
定
か
ら

５
年
を
経
過
し
た
前
期
基
本
計
画
と

の
継
続
性
や
整
合
性
を
ふ
ま
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
提
言
を
反
映
し
た
、
平
成
22
年

度
か
ら
向
こ
う
５
年
間
に
取
り
組
む

施
策
と
そ
の
内
容
を
示
し
た
「
後
期

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

「
後
期
基
本
計
画
」
で
は
、
誰
に

と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
計
画
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
施
策
ご
と
に
成
果
の

「
目
標
値
」
を
設
定
し
、
計
画
に
掲

げ
る
ま
ち
の
姿
に
ど
れ
ぐ
ら
い
近
づ

い
た
か
等
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を

次
の
企
画
や
実
施
等
に
反
映
し
て
い

く
行
政
評
価
と
連
動
し
た
し
く
み
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
対
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
、
事
業
者
及
び
行
政
が
お

互
い
に
協
力
・
連
携
し
、
本
町
が
め

ざ
す
将
来
像
で
あ
る
「
と
も
に
あ
ゆ

み
育
て
創
造
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に

努
め
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
企
画
財
政

課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時   

11
月
21
日（
日
）８
時
30
分
〜

場
所   

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
11
時

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

※
胃
が
ん
検
診
・
歯
周
疾
患
検
診
の

受
付
は
11
時
ま
で
で
す

健
診
内
容

特
定
健
診

30
才
以
上

胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
検
診

40
才
以
上

子
宮
が
ん
・
骨
粗

鬆
症
検
診

20
才
以
上
女
性

乳
が
ん
検
診

40
才
以
上
女
性

前
立
腺
が
ん
検
診

50
才
以
上
男
性

歯
周
疾
患
（
歯
周

病
）
検
診

20
才
以
上

料
金　

無
料

申
込
み

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
又
は
各
支
所
住
民
福
祉
係
ま

で
、
電
話
又
は
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
な
い
と
受
診
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
25
日（
月
）17
時
ま

で
（
期
限
厳
守
）

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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愛
媛
の
救
急
医
療
を
守
ろ
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

   

近
年
、休
日
や
夜
間
、
救
急
病
院
に

軽
症
の
患
者
さ
ん
が
集
中
し
、
医
師

の
負
担
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
安
易

な
救
急
車
の
呼
び
出
し
で
出
動
回
数

が
増
加
し
、
重
症
な
患
者
さ
ん
の
搬

送
に
困
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
の
皆
様

に
適
切
な
医
療
を
提
供
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
、
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
『
愛
媛
の
救
急
医
療
を
守

る
１
４
７
万
人
の
県
民
運
動
（
愛
救

１
４
７
運
動
）』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
医
療
機
関
や
救
急
車
の
適

切
な
利
用
を
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
心
が
け
て
い
た
だ
く
取
組
み
で
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

普
段
か
ら
の
３
つ
の
心
が
け

①
日
頃
か
ら
『
か
か
り
つ
け
医
』
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
健
康
診
断
や
検
診
等
に
よ
り
、
病

気
の
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

③
家
庭
で
薬
を
常
備
し
ま
し
ょ
う
。

 
受
診
に
あ
た
っ
て
の
３
つ
の
心
が
け

①
な
る
べ
く
医
療
機
関
の
通
常
の
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
も
、軽
症
の

場
合
は
、通
常
の
受
付
順
と
な
る
場
合

が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
休
日
や
夜
間
で
比
較
的
症
状
の
軽

い
方
は
、
在
宅
当
番
医
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

 

症
状
は
軽
い
け
れ
ど
、

　
　
　
　
　

ど
う
す
れ
ば
…

　

休
日
や
夜
間
に
、
ど
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
え
ひ
め
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
参
考
に
さ
れ
る

症状に応じた救急医療機関の役割分担

　

み
な
さ
ん
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

を
始
め
て
い
ま
す
か
？
10
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
の
間
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種（
季
節
性
と
新
型
の
両

方
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
で

き
る
だ
け
早
く
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
対
象
者

・
高
齢
者（
65
歳
以
上
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

機
能
に
障
害
が
あ
り
、
身
の
ま
わ
り

の
生
活
を
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
）

・
65
歳
未
満
の
生
活
保
護
世
帯
者（
申
請
が
必
要
）

※
非
課
税
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

接
種
料
金　

無
料

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報（
重
症
化
に
注
意
）

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
も
含
め
、
手
洗

い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
感

染
防
止
の
た
め
と
て
も
重
要
で
す
。

早
期
受
診
、
早
期
治
療
で
多
く
の
方

か
、
南
宇
和
郡
医
師
会
休
日
当
番
医

案
内
（
７
２
―

１
２
３
４
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
や
け
が
の

場
合
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

（
♯
８
０
０
０
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
利
用
で
き
る
時
間
帯　

毎
日
19
時

〜
23
時
、
電
話
で
♯
８
０
０
０
を
押

す
と
つ
な
が
り
ま
す
。

は
軽
症
の
ま
ま
回
復
し
ま
す
が
、
高

齢
者
は
症
状
が
出
に
く
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
は
症
状
が

重
く
な
っ
て
か
ら
気
付
く
こ
と
が
多

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
思
い
当

た
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

  

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

  

内
海
支
所　

（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）

  

御
荘
支
所　

（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）

  

一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）

  

西
海
支
所　

（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）



p15

糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ
！

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

愛
媛
県
異
業
種

　

交
流
研
究
会
が
来
町
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

対
象　

糖
尿
病
の
方
及
び
糖
尿
病
に

関
心
の
あ
る
方

場
所　

県
立
南
宇
和
病
院

　
　
　

２
階
大
会
議
室

参
加
料　

無
料
（
４
回
で
１
コ
ー
ス

に
な
り
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
４
回

お
越
し
く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

教
室
参
加
者
を
対
象
に
血

糖
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
糖
尿

病
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

10
月
21
日（
木
）の
講
義
で
は
足
の

観
察
を
行
い
ま
す
。
観
察
の
し
や
す

い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
南
宇
和
病
院 

内
科
外
来
（
℡
０
８
９
５
―

７
２
―

１
２
３
１
〈
内
線
１
１
３
１
〉
）

日　時 内　容 講　師

10月21日（木）
13：30～15：00

自分の足を知りましょう 皮膚科医師　森戸浩
ひろ

明
あき

フットケアについて！ 愛媛CDE（看護師）　松浦千
ち

枝
え

運動療法の基礎を学ぼう！ 理学療法士　舩見香
か

織
おり

食事療法のきほん 愛媛CDE（管理栄養士）　土居節
せつ

美
み

10月28日（木）
13：30～14：45

糖尿病と腎臓病の関係 泌尿器科医師　森　英
ひで

恭
ひさ

ス ト レ ッ チ

糖尿病の検査について 臨床検査技師　菅　成
なる

器
き

自分に合ったエネルギー 愛媛CDE（管理栄養士）　土居節
せつ

美
み

11月4日（木）
13：30～14：45

目と網膜症について 眼科医師　浪口孝
こう

治
じ

ス ト レ ッ チ

こんな時どうする？
日常生活の注意点

愛媛CDE（看護師） 兵頭　恵
めぐみ

体重増加に気をつける
食生活を考えよう!

日本CDE（管理栄養士）　山本真
しん

吾
ご

11月12日（金）
13：00～15：00

糖尿病の合併症について 内科医師　杉山圭
けい

三
ぞう

インスリンってなあに？
インスリンと薬

薬剤師　中平真
ま

由
ゆ

美
み

交流会～糖尿病  山あり谷あ
り  エーワンシー（HbA1c）～

看護師 兵頭　恵
めぐみ

・松浦千
ち

枝
え

橋本美
み

園
その

※CDEは糖尿病療養指導士の略称です。

　

愛
媛
県
異
業
種
交
流
研
究
会
（
大

沢
一か

ず

彦ひ
こ

名
誉
会
長
）
の
40
業
者
47
名

が
、
オ
プ
テ
ィ
マ
フ
ー
ズ
、
愛
南
漁

協
、
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
等
を

視
察
し
、町
内
の
水
産
、農
業
、商
工
関

係
事
業
者
な
ど
36
名
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
町
内
事
業
者
の
方
々
も
、新

た
な
刺
激
と
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
町
で
の
開
催
に
関
し
、
大
沢
名

誉
会
長
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
大
沢
名
誉
会
長
の
「
春

の
藍
綬
褒
章
」
受
章
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本

町
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

愛
媛
県
異
業
種
交
流
会

　

愛
媛
県
異
業
種
交
流
会
は
昭

和
61
年
に
発
足
し
、
企
業
間
の

技
術
・
情
報
の
交
流
に
よ
る
新

技
術
、
新
製
品
の
開
発
、
新
市
場

の
開
拓
を
促
進
し
、
生
産
・
販
売

面
で
の
相
互
協
力
を
目
的
に
、
生

産
性
向
上
・
新
事
業
・
経
営
・
人

材
・
国
際
の
各
開
発
委
員
会
に
分

か
れ
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
名
誉
会
長
に
日
本
食

研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取

締
役
会
長
の
大
沢
一か

ず

彦ひ
こ

さ
ん
、
会

長
を
愛
媛
ダ
イ
ハ
ツ
㈱
代
表
取
締

役
の
一
色
義よ

し

治は
る

さ
ん
が
務
め
、
会

員
数
60
名
の
組
織
で
す
。

 9/
     6

 9/
     7
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公
営
住
宅
及
び
町
有
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て
！

◆
財
産
管
理
課
か
ら

子
ど
も
だ
け
の

　

社
会
体
験
in
愛
南
町
！

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

10
月
12
日（
火
）〜
10
月
21
日（
木
）

入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
住
宅
に
お
困
り
の
方
、
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方

⑵
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
暴
力
団
員
で
な
い
方

　

※
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２

条
第
６
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
を

い
い
ま
す
。

収
入
基
準

　

公
営
住
宅
は
、
月

額
所
得
が
15
万
８
千

円
以
下
の
世
帯
に
限

り
ま
す
。

申
込
み　

各
住
宅
、

棟
ご
と
で
の
申
し

込
み
と
な
り
、
財

産
管
理
課
又
は
各

支
所
で
入
居
の
申

込
手
続
き
が
行
え

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
産
管
理
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営

住
宅
及
び
町
有
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

　

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間   

種別 住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃ほか

公　

営　

住　

宅

三島団地3号棟 3階4号室
　城辺乙669番地

RC造3階建
（築35年）

3DK
55.3㎡

8,600円～
12,800円

三島団地5号棟 4階4号室
　城辺乙669番地

RC造4階建
（築33年）

3DK
62.1㎡

9,900円～
14,800円

猪ノ尻西団地A-2棟 2階2号室
　御荘平城2392番地2

RC造3階建
（築31年）

3DK
57.7㎡

12,000円～
18,000円

中浦団地（4部屋） 1階3・5号室、2階3号室、3階7号室
　中浦1677番地

RC造3階建
（築32年）

3DK
56.3㎡

9,200円～
13,700円

柏団地1号棟 2号室
　柏642番地

CB造2階建
（築31年）

3DK
61.3㎡

10,700円～
15,900円

柏AB団地A棟 4号室
　柏1584番地

CB造2階建
（築29年）

3DK
62.7㎡

11,200円～
16,700円

福浦団地 1階1号室
福浦273番地2

RC造3階建
（築22年）

3DK
64.1㎡

13,400円～
19,900円

町有
住宅

徳田町有住宅 2号室
　正木1129番地1

木造2階建
（築16年）

3DK
83.0㎡

35,000円
※収入基準なし

※単身者でも申し込みができる場合もありますが、世帯を有している方を優先しま
す。また、入居まで多少時間のかかる住宅もあります。

※入居には連帯保証人が2名必要となり、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。

　

愛
南
町
に
滞
在
し
て
農
林
漁
業
を

体
験
す
る
「
子
ど
も
だ
け
の
２
泊
３

日
社
会
体
験
in
愛
南
」
が
行
わ
れ
、

松
山
市
内
12
の
小
学
校
か
ら
６
年
生

14
名
が
参
加
し
、
町
内
の
農
家
・
魚

家
民
宿
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
海
岸
で

の
貝
拾
い
や
郷
土
の
食
材
を
使
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ブ
リ
・
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
養
殖
場
や
魚
の
競
り
市
の
見

学
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
な
ど
農
山
漁

村
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
の

提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ

ン
チ
ャ
ー
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
協
会

（
松
山
市
）
と
愛
南
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
な
ど
が
連

携
し
て
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
、

参
加
し
た
子
ど
も
達
に
は
、
愛
南
町

の
自
然
や
生
活
体
験
を
通
し
て
自
分

の
将
来
の
夢
に
つ
い
て
考
え
る
一
助

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

8/　　
 17～19
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10
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

国
民
年
金
で
免
除
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て
！

◆
町
民
課
か
ら

平
成
22
年　

第
３
回 

町
議
会
臨
時
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

　

６
日
・
13
日
・
20
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

11
月
の
引
取
日
は
、

　

10
日
・
17
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
で
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
で
は
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
の
１
に
対
し
て
、
全
額
免

除
期
間
は
２
分
の
１
、
４
分
の
３
免

除
期
間
は
８
分
の
５
、
半
額
免
除
期

間
は
４
分
の
３
、
４
分
の
１
免
除
期

間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す

（
注
）。
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
と
若

年
者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て
全
額
免
除

さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
カ
ラ
期

間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
免
除
期
間
に

つ
い
て
、
後
で
ゆ
と
り
が
で
き
た
と

き
に
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

追
納
で
き
る
期
間
の

順
序
は
先
に
免
除
さ
れ

た
期
間
か
ら
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
学
生
納
付

特
例
と
若
年
者
納
付
猶

予
の
期
間
は
、
先
に
追

納
す
る
こ
と
も
選
択
で

き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
追
納

す
る
21
年
度
ま
で
に
免

除
さ
れ
た
追
納
保
険
料

の
額
は
、
表
の
と
お
り

で
す
（
平
成
19
年
度
以

前
の
追
納
額
に
は
一
定

の
加
算
が
行
わ
れ
て
い

ま
す)

。

　

な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
は
納
付

書
が
必
要
で
す
。
納
付
書
の
発
行
は

申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
住
所
地

を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
ま
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）平
成
21
年
３
月
以
前
に
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
全
額
免
除
で
３
分
の

１
、
４
分
の
３
免
除
で
２
分
の
１
、

免除された

年度

追納保険料額

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成12年度 15,770円 ── ── ──

平成13年度 15,180円 ── ── ──

平成14年度 14,590円 ── 7,300円 ──

平成15年度 14,360円 ── 7,180円 ──

平成16年度 14,180円 ── 7,090円 ──

平成17年度 14,220円 ── 7,110円 ──

平成18年度 14,260円 10,690円 7,130円 3,560円

平成19年度 14,300円 10,720円 7,150円 3,570円

平成20年度 14,410円 10,810円 7,200円 3,600円

平成21年度 14,660円 10,990円 7,330円 3,660円
* 半額免除は平成14年4月に、４分の１免除と４分の３免除は平
成18年7月に、それぞれ創設されました。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
10
月
19
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

 8/
   30

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年
第

３
回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

半
額
免
除
で
３
分
の
２
、
４
分
の
１

免
除
で
６
分
の
５
で
計
算
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

れ
、
建
物
明
渡
等
請
求
事
件
の
和
解

と
町
有
財
産
の
減
額
貸
付
に
つ
い
て

の
計
２
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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「
超
世
代
食
育
」で
、

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

健
康
部
会

「
愛
南
町
旬
材
Ｐ
Ｒ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

を
貸
し
出
し
ま
す
！

◆
水
産
課
産
業
振
興
室
か
ら

　

『
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
』
の
６
つ
の

実
践
目
標
の
う
ち
、
今
回
は
「
超
世

代
食
育
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
地
域
の
人
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
料
理
を
作
っ
た

り
、
食
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　

近
年
は
核
家
族
化
が
進
ん
だ
り
、

地
域
で
の
行
事
が
少
な
く
な
っ
た
り

し
て
、
人
と
人
と
の
交
流
が
希
薄
に

な
っ
て
お
り
、
食
に
関
す
る
様
々

な
体
験
を
通

し
て
、
地
域

の
人
々
や
異

な
る
世
代
の

人
々
と
の
交

流
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
食

育
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
食
生

活
に
問
題
を
感
じ
て
い
る
一
般
の

人
の
多
く
は
「
食
事
の
バ
ラ
ン
ス

の
悪
さ
」
で
あ
り
、
９
割
以
上
の

人
が
「
改
善
し
た
い
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
年
代
に
お
い
て

も
、
多
く
の
人
が
「
料
理
教
室
」
や

「
栄
養
に
関
す
る
授
業
」
を
希
望
し

て
い
ま
し
た
。

　

五
感
を
使
っ
て
、
身
近
に
あ
る
地

元
の
野
菜
や
果
物
、
魚
な
ど
の
食
体

験
を
も
と
に
、
食
生
活
に
つ
い
て
学

び
、
食
に
関
す
る
知
識
を
高
め
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
愛
南
町
に
あ
る

「
ふ
る
さ
と
の
味
」
と
い
う
べ
き
伝

統
料
理
や
郷
土
料
理
な
ど
を
高
齢
者

か
ら
若
い
世
代
の
人
や
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

こ
れ
は
、
単
に
食
文
化
を
伝
承
す
る

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の
心
と
か
ら

だ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
す

べ
て
の
町
民
の
心
と
か
ら
だ
の
健
康

づ
く
り
に
広
が
り
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

　

「
超
世
代
食
育
」
と
し
て
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
楽
し
く
つ
く
り
、
お
い
し
く
食

べ
て
、
心
も
か
ら
だ
も
健
や
か
に
、

い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
次
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◎
「
あ
い
な
ん
食
の
学
び
舎
」
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
事
業
を

拡
充
し
、
公
民
館
や
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
事
業
に
お
い
て
、
「
父

と
子
」
や
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
」

な
ど
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

よ
り
多
く
の
人
を
対
象
に
、
愛
南
町

産
の
食
材
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

食
材
に
触
れ
る
こ
と
や
様
々
な
人
と

ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
食
へ

の
興
味
や
関

心
が
高
ま
る

よ
う
料
理
教

室
や
栄
養
教

室
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

愛
な
ん
食
育
推
進

第
５
回

　

愛
南
町
の

旬
の
食
材
を

広
く
県
内
外

へ
と
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
昨

年
度
、
「
愛

南
町
旬
材
Ｐ

Ｒ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

（
２
種
類
）

を
作
製
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
町
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
し
て
き
ま
し
た

が
、
よ
り
幅
広
く
ご
活
用
い
た
だ
く

た
め
、
町
内
の
事
業
者
の
方
に
も
貸

し
出
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

利
用
方
法
や
使
用
に
あ
た
っ
て
の

注
意
事
項
な
ど
、
詳
し
く
は
愛
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

又
は
水
産
課
産
業
振
興
室
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
産
課
産
業
振
興
室

（
℡
７
２
―

７
３
０
５
）

①愛南町旬材ＰＲＤＶＤ
（全編、約60分）

②愛南町旬材ＰＲＤＶＤ
（ダイジェスト版、約10分）
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１０月の保健事業のお知らせ
10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
」で
す
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を
！

　

毎
年
６
千
人
の
方
が
、
白
血
病

な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
「
骨
髄
液
の
提
供
（
骨
髄
移

植
）」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、

骨
髄
移
植
以
外
に
治
療
方
法
の
な

い
、
白
血
病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧

血
な
ど
の
血
液
難
病
患
者
の
命
を
救

い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
患
者
と
骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

の
白
血
球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
を
一

致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
兄
弟
姉
妹
間
で
４

分
の
１
、
他
人
で
は
数
百
か
ら
数
万

分
の
１
の
確
率
で
し
か
一
致
せ
ず
、

ま
だ
多
く
の
患
者
の
方
が
骨
髄
移
植

を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
15

日
、
全
国
で
骨
髄
バ
ン

ク
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は

30
万
人
に
到
達
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
骨
髄
移

植
を
受
け
ら
れ
た
国
内

の
患
者
さ
ん
は
約
６
割

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
を
救
う
た
め

に
は
、
今
後
も
一
人
で

も
多
く
の
方
の
ド
ナ
ー

登
録
を
お
願
い
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄

バ
ン
ク
登
録
窓
口
」
を

次
の
と
お
り
開
設
し
て

い
ま
す
。
18
歳
か
ら
54

歳
ま
で
の
健
康
な
方
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
庁 

薬
務
衛
生
課

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
９
１
）

　

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団

（
℡
０
１
２
０
―

４
４
５
―

４
４
５
）

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

http://w
w
w
.jm
dp.or.jp/

各種健（検）診
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

 乳・子宮がん検診      
　骨粗鬆症検診

  5日 火  久良ふるさとセンター
＊９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

  6日 水  城辺保健福祉センター １２：３０～１４：００
13日 水  御荘菊川農村研修センター １２：３０～１４：００
14日 木  御荘文化センター １２：３０～１４：００

26日 火  城辺保健福祉センター
＊９：００～１０：３０
１２：３０～１４：００

＊10月5日、10月26日9:00～10:30受付は、乳がん・骨粗鬆症検診のみ実施です。

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象年齢

　1歳6ヵ月児健診   5日 火
 城辺保健福祉センター

H２１年１月１日～２月２８日生
３歳児健診 19日 火 H１９年５月１日～７月３１日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

 みるく広場   1日 金  一本松保健センター ９：３０～１１：００
 育児相談

13日 水
 内海保健センター ９：３０～１１：３０

 すくすく相談  城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
 うみのこ広場 21日 木  西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
 みなみっ子 25日 月  御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

 病態栄養相談 18日 月  城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

 両親学級
24日 日  城辺保健福祉センター

９：３０～１１：３０
 「かるがも教室」 事前申込み

愛媛県内の骨髄バンク登録窓口

施設名 開設日 問合せ先 電話番号           

 大街道献血ルーム 毎　日  松山市大街道2丁目6－6 089－932－0900

 西条保健所 月曜日
 西条市喜多川796－1
 （企画課医療対策係）

0897－56－1300

 今治保健所 火曜日
 今治市旭町1－4－9
 （企画課企画情報グループ）

0898－23－2500

 八幡浜保健所 月曜日
 八幡浜市北浜1－3－37
 （企画課医療対策係）

0894－22－4111

 宇和島保健所 火曜日
 宇和島市天神町7－1
 （企画課医療対策係）

0895－22－5211

※事前に予約をお願いします。（大街道献血ルームについては、登録のしおり
「チャンス」を持参すれば、予約なしで登録できます。）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１０・１１月行事予定表

第１日曜日   3日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 10日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

体 育 の 日 11日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第３日曜日 17日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 24日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第５日曜日 31日 国保一本松病院 一 本 松 ☎84-2255

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１０月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
ノ

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

10/28

11/26

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
の
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

10/26

11/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

10/22

11/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

10/20

11/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

10/18

11/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

10/14

11/12

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
男
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

10/12

11/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

10/8

11/8

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

10/6

11/4

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

10/4

11/1

１０、１１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

10月

8 金 13：30～15：30 介護予防教室
内海保健
      センター

9 土 18：30～
吉本宗司第2回
    サロンコンサート

御荘文化
      センター

12 火 10：00～12：00 介護予防教室 下久家集会所

15 金 13：30～15：30 らくらく介護教室
城辺保健福祉
      センター

16 土 10：00～16：30
であいふれあい
   愛南フェスタ2010

城辺中体育館

17 日 8：30～17：00
第6回スポーツ
       フェスタIN愛南

南レク城辺
      公園ほか

18 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

19 火 10：00～12：00 介護予防教室 下久家集会所

22 金 13：30～15：30 介護予防教室
内海保健
      センター

23 土 9：00～17：00
第3回
   愛南ウォッチング

御荘文化
センターほか

24 日 8：30～17：00
第10回
フレンドリーカップ
    ソフトバレー大会

御荘B＆G体育館
平城小体育館

29 金 19：30～21：00 同和問題基礎講座
御荘文化
      センター

30 土

5：00～17：00 あいなん磯釣大会 内海・西海地区

13：30～15：00
埋蔵文化財シンポジウム
（第2回生涯学習特別講座）

御荘文化
      センター

31 日 8：30～17：00
第4回愛南
キッズサッカーフェスティバル

南レク城辺
         球技場

11月

6 土 8：30～17：00
第17回県学童
    秋季軟式野球大会

南レク城辺
            球場

7 日
8：30～17：00

第17回県学童
    秋季軟式野球大会

南レク城辺
            球場

10：00～ ふるさと一本松祭 広見地区田園

13 土 9：00～ 愛南町文化祭
御荘文化
      センター

14 日

9：00～ 愛南町文化祭
御荘文化
      センター

8：30～16：00
第６回伊予・土佐
    親善相撲愛南大会

御荘Ｂ＆Ｇ
         相撲場

8：30～17：00
平成22年度南宇和郡
軟式野球選手権大会

南レク城辺
            球場

8：30～17：00
第２回南宇和
ジュニアソフトボール
          新チーム大会

南レク御荘
   多目的広場

愛いっぱい愛南産直市
１０月５日（火）～１１日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 10月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  

育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て  

 (電話)相談
毎週木曜

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●4日(月)遠足
●8日(金)夢創造館
●20日(水)
ぎょしょく教育講座
●22日(金)夢創造館

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００
●13日(水)
出張わんぱく「陶芸あそび」
●20日(水)
ベビースリング１０：００ １５：００

●19日(火)8:30～
サンパールコミュニ
テイ広場で親子遠足
を行います。

城辺
保育所

９：００ １６：００

●10月16日(土)
であいふれあい愛南フェ
スタで子育て相談コー
ナーを開設します。

長月
保育所
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に け ー し ょ ん
9/5 県境篠山騒動!どろんこサッカー大会

　篠山小中学校体育館横の田んぼで、「第20回

県境篠山騒動どろんこサッカー大会」が、正木地

区と高知県宿毛市山北地区の住民で構成する地

域おこしグループ「篠山クラブ(岡原浩会長)」の

主催により、楽しく賑やかに開催されました。今

年は県内外から男子55チーム、女子11チーム計66

チーム、約400名が出場し、9月とはいえ猛暑が続

く強い日差しの中、選手は泥まみれの熱戦を繰

り広げました。

　このほか、地元物産販売や「どろんこフラッグ

ス」、「うなぎつかみ」、「お楽しみ抽選会」、「も

ちまき」など楽しい催しが行なわれ、普段静かな

県境の地域も訪れた約3千人の観客で大いに賑わ

いました。また同大会のフォトコンテスト入賞を

めざして、多くのカメラマンが泥まみれの選手の

決定的瞬間を狙っていました。なお、同コンテス

トの公開審査は、10月2日(土)14時から篠山小中

学校体育館で行われます。
【入賞チームは次のとおりです】

男子の部

　優勝  TEXAS★FC(宇和島市)

   準優勝 池田牧場with遊厨(愛南町)

   3位  岡崎組(愛南町)

   4位  men’s egg(大阪市)

女子の部

　優勝  セクシー♥キャッツ(四万十市)

　準優勝 大盛フライドポテト
　　　　 (ケチャップ付き)(愛南町)
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愛 南 こ み ゅ
8/22

　御荘湾内で、宇和島地区小型

船安全協会主催による海難防止

を呼びかける海上パレードと曳

航・人命救助訓練が行われ、同

協会関係者20名と中浦公民館し

おかぜ学級(中浦小学校3・4年

生)6名が参加しました。

9/4 愛南町歌謡祭!

海難防止を呼びかけて海上パレード!

　御荘文化センターで「愛南歌謡祭」が開催さ

れ、中央の歌謡界で活躍中の多
た き が わ

岐川舞
ま い こ

子さん、

チャン・ウンスクさん、森 雄
ゆ う じ

二とサザンクロ

スさん、尾
お わ せ

鷲義
よ し と

人さんが出演し、本場の演歌や

ムード歌謡を熱唱しました。森 雄
ゆ う じ

二とサザンクロス

尾鷲義人 チャン・ウンスク 多岐川舞子

9/6 おめでとう!「かがやき松山大賞」受賞

　去年お会いしたときと比べて、少し大人っぽくなった感じの近平さん。自信を持って答えてく

れました。ますますの活躍を期待しています。

　昨年度に引き続き、バスケットボールの国際大会で活躍した近平奈
な お こ

緒子さん(聖カタリナ高校

2年 愛南町出身)が「かがやき松山大賞」を受賞しました。近平さんは、6月にタイで開催された

「第20回FIBAアジアU-18女子バスケットボール選手権大会」では準優勝、7月にフランスで開催

された「第1回FIBA U-17女子世界選手権」では日本の5位入賞の原動力として活躍しました。愛

南町に帰省していた近平さんにお話を聞きました。

-国際大会での感想は?-

　フランス大会では初めての相手ばかりだったので、日本チームの良さ、早
さと粘りを充分に発揮できませんでした。けれど戦い方はわかったので次
は負けません。

-バスケットボールが上手くなるには?-

　1人だけが頑張ってもだめ。5人のチームプレーが重要です。練習してチー
ムの息を合わせることが大切です。

-今後の目標は?-

　沖縄であったインターハイではいい成績が残せなかったので、千葉である国体では愛媛県代
表として優勝めざして頑張ります。

-将来の夢は?-

　日本を代表するバスケットボール選手になりたいです。
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

ヤング 3Sサッカー大会

　あけぼのグラウンドほかで、町内の小学校から計19チーム、249名が参加して

「第26回ヤング3Sサッカー大会」が行われました。この大会は、スポーツを通じ

て次世代を担う青少年が、たくましく健やかに育つことを願って、南宇和ライオ

ンズクラブと愛南地区防犯協会の主催で毎年開催しています。
【大会結果は次のとおり】

小学生1部(6年生以下)
 優勝 一本松少年サッカークラブA  準優勝 一本松少年サッカークラブB
小学生2部(4年生以下)
 優勝 平城サッカークラブA  準優勝 城辺少年サッカークラブ
小学生3部(2年生以下)
 優勝 城辺少年サッカークラブ  準優勝 一本松少年サッカークラブA

8/　

 29

伝統受け継ぐ緑八朔相撲 !
9/　

  4

　緑公民館前土俵で、小学生の部に80名29チーム、一般の部に24名8チームが参加して
「緑八朔相撲大会」が開催されました。まだまだ暑さの厳しい中、小学生の取り組みに
は保護者や観客からの大きな声援が送られ、一般の部では迫力ある取り組みが行われま
した。最後に南宇和・津島・清水高校、御荘中学校の4校と一般有志による古式に則っ
た宮相撲も行われ、伝統ある八朔相撲を締めくくりました。
【大会結果は次のとおりです。優勝・準優勝のみ掲載】

小学生の部
学年別個人戦

 1年生 優勝 好岡龍
り ゅ う の す け

之介(城辺) 準優勝 宇野倫
り ん ぺ い

平(城辺)

 2年生 優勝 岩田大
だ い き

騎(東海)  準優勝 粟野 岬
み さ き

(平城)

 3年生 優勝 大元康
こ う き

貴(城辺)  準優勝 尾﨑 仁
じ ん

(平城)

 4年生 優勝 沖中心
し ん ぺ い

兵(平城)  準優勝 宮下 龍
り ょ う

(家串)

 5年生 優勝 近平昌
ま さ ひ ろ

優(平城)  準優勝 濵田恭
き ょ う す け

輔(赤水)

 6年生 優勝 都築汰
た い ち

知(赤水)  準優勝 清水一
い っ ぺ い

平(赤水)

団体戦

 低学年 優勝 城辺相撲クラブA　準優勝 緑スポーツ少年団A

 高学年 優勝 平城A　準優勝 平城B

一般の部
団体戦

 優勝 御荘中学校A   準優勝 山出青壮年クラブA



p25

ミニバス大好き ! 

　高知県黒潮町の土佐西南大規模公園体育館で
行われた「第4回竹島カップフレッシュミニバス
ケットボール大会」女子の部に「愛南ミニバス
ケットボールクラブ」が出場し、高知県勢をおさ
えて見事優勝しました。愛南ミニバスケットボー
ルクラブでは、バスケが大好きな仲間を募集して
います。一緒に楽しくバスケをしませんか!

愛南町スポーツ少年大会相撲競技
　御荘B&G海洋センター相撲場で、「第6回愛南町スポーツ少年大会相撲競技」が開催
され、町内の小学生57名の少年力士が参加し、夏の暑さに負けない熱い取り組みが行わ
れました。
【大会結果は次のとおりです】

個人戦

 1年生の部 　優勝 好岡龍
り ゅ う の す け

之介(城辺)  準優勝 梶田瑠
る ち か

愛(緑)

 2年生の部 　優勝 山口力
り く

空(僧都)   準優勝 清水貫
か ん ち

智(船越)

 3年生の部 　優勝 清水幸
こ う の す け

之助(赤水)  準優勝 宮下魁
か い し ん

伸(内海)

 4年生の部 　優勝 土居佑
ゆ う や

也(平城)   準優勝 黒澤賢
ま さ ひ ろ

大(平城)

 5年生の部 　優勝 近平昌
ま さ ひ ろ

優(平城)   準優勝 濵田恭
き ょ う す け

輔(赤水)

 6年生の部 　優勝 都築汰
た い ち

知(赤水)   準優勝 清水一
い っ ぺ い

平(赤水)

団体戦

 低学年の部 　優勝 平城スポーツ少年団A 準優勝 内海

 高学年の部 　優勝 平城スポーツ少年団A 準優勝 赤水スポーツ少年団A

8/　
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8/　

14～15
竹島カップ
フレッシュミニバス大会優勝

優勝 南宇和剣道会B(左)、準優勝 南宇和剣道会A(右)

団体低学年の部優勝 平城スポーツ少年団A

愛媛県レディース剣道大会  三連覇 !
8/　

 22

　西条市東予体育館で開催された「東予ライオ

ンズクラブ杯愛媛県レディース剣道大会」団体

小学生の部で、並みいる強豪の中から本町の南

宇和剣道会のAチーム（先鋒 山本 純
じ ゅ ん

、中堅 藤

田朋
と も か

加、大将 岡本亜
あ み

美）とBチーム（先鋒 本多

咲
さ き

稀、中堅 入江美
み う

羽、大将 二神明
あ す み

日美）が決勝

戦まで進出し、優勝・準優勝を独占しました。

接戦の末Bチームが見事優勝を果たし、南宇和剣

道会にとっては同大会3連覇となりました。

団体高学年の部優勝 平城スポーツ少年団A
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Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
・
宇
和
島
商
工
会
議
所
青
年
部
か
ら

「
食
と
農
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
」の
お
知
ら
せ
！

松
山
地
方
法
務
局
か
ら

国
有
地
売
払
い
の
お
知
ら
せ
！

建
設
課
か
ら

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
お
知
ら
せ
！

◆
城
辺
俳
句
会

父
母
の
う
す
き
縁
や
流
れ
星　
　
　
　
　
　

安
岡　

敏
雄

踊
り
笠
艶
め
く
紅
の
見
え
か
く
れ　
　
　
　

増
本　
　

薫

手
を
振
っ
て
惜
し
む
別
れ
や
盆
の
月　
　
　

倉
田
美
津
枝

芽
生
え
し
は
去
年
の
種
か
夏
す
み
れ　
　
　

宮
田
志
賀
子

朝
早
く
畑
の
ト
マ
ト
を
丸
か
じ
り　
　
　
　

田
村　

弘
子

曙
や
山
よ
り
流
る
蝉
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　

菊
池　

静
子

蝉
の
声
川
の
流
れ
の
お
だ
や
か
に　
　
　
　

宮
田　

誠
子

町
越
え
て
土
手
昼
顔
の
道
と
な
り　
　
　

大
和
田
い
そ
子

◆
城
辺
川
柳
会

　

「
自
然
」

自
然
が
良
い
無
理
せ
ず
生
き
る
方
が
良
い　

登
志
恵

気
取
ら
ず
に
自
然
に
生
き
て
道
ひ
ら
け　
　

能
子

傷
つ
い
た
自
然
が
元
に
戻
ら
な
い　
　
　
　

ツ
タ
ヱ

山
菜
を
つ
み
自
然
満
喫
里
暮
ら
し　
　
　
　

き
く
み

良
い
よ
う
に
取
れ
ば
自
然
に
出
る
笑
顔　
　

栄
華

花
畑
自
然
に
生
え
る
花
や
草　
　
　
　
　
　

一
女

親
看み

取
る
愛
は
自
然
と
思
い
た
い　
　
　
　

ト
ク
ヱ

す
っ
ぴ
ん
に
な
っ
て
や
れ
や
れ
自
然
体　
　

あ
き
子

竹
筒
の
百
合
一
輪
に
見
る
自
然　
　
　
　
　

玉
子

四
季
自
然
一
緒
に
透
け
て
染
ま
り
た
い　
　

百
代

取
り
か
え
し
つ
か
ぬ
自
然
の
温
暖
化　
　
　

一
会

逆
ら
わ
ず
自
然
に
添
う
た
暮
ら
し
す
る　
　

律
子

爽
や
か
に
こ
だ
ま
が
返
る
大
自
然　
　
　
　

暁

◆
城
辺
短
歌
会

鹿か
の

屋や

よ
り
大
分
港
ま
で
歩
き
た
る
敗
戦
時
の
あ
の
復
員
行
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
居　
　

清

と
び
箱
を
遂
に
跳
び
越
し
し
少
女
尻
も
ち
を
つ
き
Ｖ
サ
イ
ン
見
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

喜
ん
で
貰
っ
て
下
さ
る
友
あ
り
て
一
針
一
針
ふ
き
ん
を
刺
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

夏
野
菜
作
り
に
精
を
出
す
息
子
人
に
も
あ
げ
る
喜
び
も
知
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
森
多
摩
子

入
隊
の
兄
を
送
り
し
混
雑
の
駅
は
人
の
波
声
も
届
か
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
三
千
代

亡
き
母
の
文
字
見
る
如
し
兄
よ
り
の
短
か
き
文
を
幾い

く

度た
び

も
読
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
比
良
ス
ミ
子

雷
の
音
に
お
び
え
て
「
爺
ち
ゃ
ん
」
と
お
こ
し
し
日
も
有
り
今
夜
も
鳴
り
ぬ　
　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

芭
蕉
の
句
ふ
と
浮
か
び
来
る
合ね

歓む

の
花
雨
に
煙け
む

り
し
山
を
彩
い
ろ
ど

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

明
美

一ひ
と

匙さ
じ

の
り
ん
ご
の
果
汁
を
よ
ろ
こ
び
し
亡
き
母
お
も
ふ
水み

な

づ

き

無
月
の
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

日
時　

10
月
10
日（
日
）９
時
〜

場
所　

道
の
駅
「
き
さ
い
や
広
場
」（
宇
和
島
市
）

内
容　

Ｊ
Ａ
直
売
所
を
集
め
た
大
産
直
市
で
旬
の
農
産
物
な

ど
を
特
価
販
売
す
る
ほ
か
、
も
ち
つ
き
や
も
ち
ま
き
、
花
苗

の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
、
高
所
作
業
車
の
試
乗
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
じ
ゃ
こ
天
の
早
食
い
大
会
な
ど
様
々
な
催
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南 

総
務
課

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
１
１
１
）

売
払
物
件

　

南
宇
和
郡
愛
南
町
城
辺
甲
２
４
８
３

番
２

（
旧
松
山
地
方
法
務
局
城
辺
出
張
所
跡
地
）

　

宅
地　

１
０
５
７
・
３
７
㎡

入
札
案
内
書
配
布
場
所

　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
同
宇
和
島
支
局

入
札
参
加
申
込
書
の
提
出
期
限

　

12
月
１
日（
水
）17
時
15
分
ま
で

入
札
及
び
開
札
の
日
時

及
び
場
所

　

12
月
６
日（
月
）14
時
か
ら 

　

松
山
地
方
法
務
局

※
詳
細
は
、
当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http
://ho
um
ukyo

ku.m
o
j.g
o
.jp
/

m
atsu
yam
a/)

に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

松
山
地
方
法
務
局
会
計
課

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

５
６
９
４
）

愛南町城辺
保健福祉センター◎

愛南町役場

（旧松山地方法務局城辺出張所）（旧松山地方法務局城辺出張所）

コメリ

売払地

46 　

国
土
交
通
省
で
は
10
月
か
ら「
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
」（
全

国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。将
来
の
道

路
交
通
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
重
要
な
資
料
と
な
る
も

の
で
す
の
で
、調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス　

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
℡
０
１
２
０
―

０
０
３
―

１
２
５
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
１１月９日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １０月９日（土）・２７日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（８月受付分）

（８月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内
！

国
道
に
お
け
る
事
故
危
険
箇
所

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島
か
ら

Ｈ
23
年
３
月
新
規
高
校
卒
業
者
の

採
用
を
お
願
い
し
ま
す
！

国
土
交
通
省
松
山
河
川
国
道
事
務
所
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

　

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
３
０
０
万
円

以
内
を
固
定
金
利
（
年
２･
45
％
、
母
子
家
庭

は
年
２･

05
％　

平
成
22
年
９
月
10
日
現
在
）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

詳
し
く
は
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６
）

又
は（
℡
０
３
―

５
３
２
１
―

８
６
５
６
）ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

日
本
政
策
金
融
公
庫　

宇
和
島
支
店

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
７
６
６
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、主
に
国
道
に
お
い
て

日
頃
皆
さ
ま
が
危
険
と
感
じ
て
い
る
箇
所
を

把
握
し
、今
後
の
事
故
防
止
対
策
を
実
施
し

て
い
く
箇
所
を
選
定
す
る
参
考
と
す
る
た

め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間　

10
月
15
日（
金
）〜
11
月
15
日（
月
）

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
方
法

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

国
土
交
通
省
松
山

河
川
国
道
事
務
所　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/m
atsuyam

/

◆
郵
送　

愛
南
町
役
場
建
設
課
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
松
山
河
川
国

道
事
務
所
道
路
管
理
第
二
課

（
℡
０
８
９
―

９
７
２
―

０
６
１
１
）

　

平
成
23
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
者

を
採
用
し
て
頂
け
る
事
業
所
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
で
仕
事
が
し
た
い
！
」「
愛

南
町
で
仕
事
を
し
て
暮
ら
し
た
い
！
」
と

い
う
希
望
の
高
校
生
達
が
、
そ
の
希
望
を

叶
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地
元
で
就
職
が

で
き
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
で
困
っ
て

い
ま
す
。
愛
南
町
の
新
し
い
力
を
育
て
て

く
だ
さ
る
事
業
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、若
い
力
の
未
来
の
た
め
に
高
校

新
卒
者
の
求
人
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
求
人
申
し
込
み
は

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

職
業
相
談
部

門
学
卒
係（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
０
９
）
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　先日、平城小学校 3 年生

の子ども達に招かれ、「広報

あいなん」についていろい

ろな質問を受けました。こ

んなに関心を持ってもらっ

ているのかと嬉しくなると

ともに、改めてもっと読み

やすい紙面づくりに心掛け

なければと身の引き締まる

思いを強くしました。少し

ご紹介します。
-なぜ「あいなん」という名

前にしたのですか?-

　どこの町の広報か、誰に

でも一目でわかるように町

の名前を使いました。また

親しみやすく優しいイメー

ジを持ってもらうため「ひ

らがな」にしました。
-なぜ、保育所や幼稚園の子

らを毎月撮るのですか?-

　子ども達の笑顔には大人

を元気にする力があります。

子ども達の写真を見て多く

の人に元気になってもらい

たいからです。
-わたしたち小学生に、何か

言いたいことや願いがあっ

たら教えてください。-

　 広報「あいなん」を通じ

て、まちのいろいろなもの

に興味や関心を持ってほし

いと思います。まちのいろ

んなことを調べてみて、体

験してみて、愛南町を好き

になってください。そして

大人になってまちを離れて

も、ふるさと愛南町を忘れ

ないでいてくれると嬉しい

です。

愛南町の人口
平成22年９月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
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明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

増田のはなとりおどり

愛
は

南
か
ら

10,951 戸

25,433 人

11,887 人

13,546 人

世帯数

人口

　男

　女

　増田地区の安養寺境内で多くの見物客

が見守るなか、県指定無形民俗文化財の

「はなとりおどり」が古式ゆかしく奉納さ

れました。この踊りは、同寺に祀られて

いる「高
こ う や ま そ ん し ん

山尊神への奉納」と、イノシシ

退治で犠牲となった「ちよぼし弥三郎の

供養」「増田地区の安全祈願」を願って毎

年旧暦 7月 11 日に行われています。

8/20

　現在、10月1日を基準日とした5年に一度の国勢調査が行
われています。この調査は町内に居住するすべての世帯・
人を対象に、男女・年齢別、産業別などの人口構造や世帯
の構成・居住状況等を明らかにするもので、調査結果は、
国や都道府県、市町村の行政資料として利用されます。調
査へのご理解と調査票のご提出をお願いします。なお、提
出が確認できなかった場合などは、再度訪問させていただ
きますのでご了承ください。

国勢調査にご協力を!
企画財政課から


